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1. はじめに 
 「学校教育法等の一部を改正する法律案」が第221回国会

で可決され，2026年6月17日公布され 1)，2030年度には

デジタル教科書が検定を受けた正式な教科書として位置

付けられる。2030 年度に小学校から適用予定の次期学習

指導要項 2)に合わせて学校現場で，英語，数学以外の科目

でもデジタル教科書が導入されようとしている。一方で，

大学ではBYOD(Bring Your Own Device) 3)導入に伴い，電

子教科書を採用している大学は 583 校 4)に達してきてい

るが，著者が所属する九州工業大学で今年度は電子教科

書を採用しているのは著者のみとなってしまった。 
 著者は2020年度から材料力学の講義において，電子教

科書を導入し，今年度で７年目となった。最初の５年間の

受講生の利用状況を見ていると，積極的に利用している

学生もいれば，電子教科書にほとんどアクセスしていな

い学生もいた。積極的にアクセスしている学生は書き込

みも多くしているが，既存の電子教科書では余白が少な

く，書き込みスペースが限られていた。そこで，昨年度か

らは大学生協と相談し，両開き表示をした場合に右側の

ページが常に空白となるように初期設定をしてもらった。

本講演では，昨年度に続きこの右側のページの利用状況

を報告する。 
 
 
2. 電子教科書の採用 
2.1 ２０２４年度以前 
2019 年度に大学生協から電子教科書について説明を受

け，翌年度の機械知能工学科知能制御工学コースの材料

力学 I において電子教科書を採用してみた 5-6)。著者は宇

宙システム工学科機械宇宙システム工学コースでも材料

力学 I, II を担当していたが，当時採用していた教科書は

電子教科書化されていなかった。一方，知能制御工学コー

スの材料力学 I で使用していた教科書はすでに電子教科

書化されており，紙の教科書から電子教科書への切り替

えは VarsityWave eBooks7)用アプリを使って比較的スムー

ズに行えた。2022 年度からは機械宇宙システム工学コー

スでも電子教科書に切り替えた。2023 年度からは NTT 
EDX社のUniText8)に移行した。 
 
 
2.2 ２０２５年度 9) 
電子教科書を採用して６年目に当たる2025年度は
大学生協と話し合いを行い，左のページを教科書，

右のページを白紙という特定仕様の教科書を九工

大のためだけに作成してもらった。図１に従来の電

子教科書と新電子教科書の比較を示す。 

 

  
(a) 従来の教科書 (b) 新教科書 

図１ 新旧のデジタル教科書の比較 

 
受講生には各章が終わるごとに，両開き状態でスク

リーンショットを撮影してもらい，それを LMSで
あるMoodleにアップロードしてもらうようにした。
リアルタイムではないものの，それぞれの章が終わ

る段階で，各受講生がどのように余白ページを活用

しているかを把握することができる。図２に余白ペ

ージへの書き込み事例を示す。 
 

 

図２ 第１章空白ページの書き込み事例 

 
余白ページの書込みを促進するため，図３に示すよ

うな課題を講義開始時に提示し，配布したプリント

に材料力学の専門用語の英語表記とその専門用語

の説明を記述するとともに，電子教科書の該当ペー

ジにその専門用語の説明を記載するようにさせた。 
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図３ 4月22日に配布したプリントの一部 

 
このプリントでは，９５個の材料力学専門用語の調

べ学習になっており，その多くは教科書中に太文字

で表記されたものである。図４に期末試験の点数と

電子教科書中に引いたマーカーの回数との関係を

示す。個々の・は受講生一人一人に対応している。 
 

 

図４ 期末試験とマーク回数との関係 

 
赤線はそれぞれ期末試験の平均点，マーク回数の平

均回数を示している。第一章限に位置する受講生は

積極的に電子教科書を活用しており，なおかつ，材

料力学の考え方が定着している層と言える。一方，

第四章限に位置している受講生は，マークはしてい

るものの，材料力学の定着には必ずしも結びついて

いない層である。問題は第三章限に位置する受講生

で，電子教科書を読み込んでおらず，成績も良くな

い層である。受講生全体の約２割に相当しており，

これらの受講生の底上げをどうするかが大きな課

題である。図５にGPAと期末試験との関係を示す。
図４とほぼ同様の傾向を示しており、材料力学の期

末試験の点数が低い受講生は GPA も低い層が一定
数いることが分かる。以前は，材料力学補講を2年
生後期(受講生全員が対象)，３年生前期(材料力学 II

不合格者のみ対象)に実施し，成績不良学生の底上げ
を実施してきた。担当教員の定年退職に伴いこの材

料力学補講は廃止し，代わりに工学５類からの進学

者を対象に材料力学(事前学習)を 2022 年度入学生
から 1Qに配置し，材料力学 Iは 2Q開始に変更し
た。 
 

 

図５ GPAと期末試験との関係 

 
 
2.3 ２０２６年度 
 今年度も昨年度と同様に余白ページ付きの電子教科書

を採用し，余白ページに材料力学の専門用語の解説等を

記載し，各章が終わるごとにMoodle経由で両開き状態で

電子教科書のスクリーンショットを提出させた。機械宇

宙システム工学コースの進学者は３８名であるものの，

休学者が３名おり，履修登録者は３５名である。図６に原

稿提出時点の提出状況のグラフを示す。(第８章の提出期

限は7/8のため、原稿提出時点では提出者はゼロ) 
 

 

図６ スクリーンショットの提出状況 

 
年度当初から学力レベルの低下が予想されたため，今年

度は早めに講義を進め，７月９日に期末試験を実施し，総

合点で６０点未満の受講生に対しては７月１６日に再試

験を実施し，その後，再試験受験者に対して順次，再試験

の答案，レポートをもとに口頭試問を９０分／学生で実

施する予定である。個別指導することで，躓いている箇所

を明確にし，材料力学に対する苦手意識を少しでも取り

除こうという取り組みである。 

専⾨⽤語 英 語 説 明

(1) 剛体

(2) 弾性体

(3) モーメント

(4) 平衡条件

(5) 釣合いの式

(6) 引張荷重

(7) 圧縮荷重

(8) 曲げ荷重

(9) せん断荷重

(10) ねじり
モーメント

(11) 集中荷重

(12) 分布荷重

(13) 座屈荷重

(14) 固定⽀持

２０２５年度 ２Q材料力学I  材料力学における専門用語

学生番号（ ） 氏名（ ）

提出期限：2025年07月24日08時50分に回収する。忘れずに持参すること。

合
計
点

2025年04月22日配布

各専門用語の英語表記を記入するとともに、電子教科書中の専門用語とその説明部分にマーカーを
引きなさい。そして、その専門用語を生成AIで調べ、調べた内容を右側の余白ページにコピーしなさい。
その後、その生成AIで調べた内容並びに電子教科書でマーカーした部分を理解し、その専門用語を３
０文字程度で簡潔にまとめたものを「説明欄」に記入しなさい。

専⾨⽤語 英 語 説 明

(15) 回転⽀持

(16) 回転すべり
⽀持

(17) ⾃由物体図

(18) 反⼒

(19) 外⼒

(20) 内⼒

(21) ⾦属疲労

(22) 垂直応⼒

(23) せん断応⼒

(24) 公称応⼒

(25) 真応⼒

(26) ⾮圧縮性

(27) 垂直ひずみ

(28) せん断ひずみ

(29) 公称ひずみ

(30) 真ひずみ

(31) 体積ひずみ



2.4 電子教科書の将来像 
 2025 年度に導入した特注の電子教科書では余白ページ

数は各ページに対して１ページのみである。この余白ペ

ージ数を各ページごとにダイナミックに変化させ，余白

ページには材料力学の専門用語の解説だけではなく，演

習問題の解答などを随時自由記載し，記載完了すると直

ちににAIによる添削を行い，間違えた箇所を重点的に解

説する。その上で，その解説を理解できたどうかを確認す

るための小テストを余白ページに動的に生成し，オンラ

インで理解が深まるまで繰り返し実施する。そのような

インタラクティブ性を有する電子教科書に進化する必要

がある。図７に将来の電子教科書のイメージ図(ChatGPT
で作成)を示す。 
 
 

 

(a) 高校生レベルの解説 

 

(b) 大学生レベルの解説 

図７ 将来の電子教科書のイメージ図 
(左ページが教科書、右ページは個々の受講生の

理解度に応じて動的にAIで生成) 
 
生成 AI を利用して，高校生段階の数学や理科に対して，

添削機能を有する AI チューター10,11)が登場してきた。手

書き答案も対応できるようになっている。このようなAI
チューターを電子教科書に統合したものが将来開発され，

右側のページは受講生の理解度に応じて解説レベル(高校

生レベル，大学１年生レベル，大学２年生以上レベルなど)
を動的に変化させるような機能を搭載することが期待さ

れる。 

3. おわりに 
九州工業大学では2020年度から材料力学において電子

教科書を採用し，その特徴を活かした教育を模索してき

た。2025 年度からは右側のページを余白ページとするこ

とで，より書き込みがしやすい電子教科書を特注品とし

て作成してもらった。材料力学という古典的な科目では

あるものの，新しい教育方法に思考錯誤している段階で

あり，より効果的な教育方法を今後も模索していきたい。 
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